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提言内容 三木市からの回答

 くらし生活部会より 
1．自治会加入率低下対策について
（1）自治会活動に電子決済制度を導入
（2）（1）の制度導入に関して、補助金、助成金を充当し

て欲しい
（3）制度導入から制度運営についてノウハウの教授。

（1）自治会費などへの電子決済を導入することにつきましては、ポイントの付与など
のお得感から、加入率の増加に効果的であると考えます。一方で、電子決済アプリ
のダウンロードから使用するためのデジタルスキルが必要であること、自治会内に
おいて、電子決済を利用する会員と利用しない会員双方への対応が必要になること
や電子決済サービスによってはサービス手数料が発生する場合など、自治会の負担
増になることも考えられます。

（2）補助金としては、現在交付しております「区長協議会交付金」や、地域課題の解
決のための事業への補助として、市民協議会への「地域まちづくり交付金」がござ
います。地域のデジタル化を推進のための事業にも活用していただけます。

（3）自治会活動のデジタル化の先進地の研究など、市も協力していきたいと考えてい
ます。

 安全対策部会より 
2．自由が丘本町内における車の通り抜けについて
　平日の午前7時30分から8時過ぎにかけて、自由が丘小学
校及び県道514号志染土山線からの車両が自由が丘本町内を
通り抜けていることが確認されている。同時間帯は小・中学
生の登校時間と重なっており、町内の道路は細く見通しも悪
いため、重大な事故に繋がる恐れがある。
　車両は、県道38号線の朝の混雑（主に服部病院前交差点）
を避けるため、県道513号線から恵比須駅及び市役所方面へ
通り抜けをしている。そのため、時間指定の車両禁止の標識
を設置していただきたい。

　市からの回答は、時間指定等の交通規制には、地域住民の合意形成が必要であると
のことでした。そこで、通り抜け防止注意喚起の看板設置を要望したところ、会議の
場で仲田市長の即断により看板設置が決まりました。後日、担当課とも一緒に具体的
設置場所について現地調査を行うなど素早く対応していただきました。

 住環境改善部会より 
3．住宅地等の違法駐車の解消策について
　道幅の狭い道路に駐車している車が多く、地域住民の大き
な迷惑となっている。さらに、迷惑駐車の影響で、通行人や
自転車等との事故に繋がらないか心配している。
　また、中公園、中央公園の駐車場の私的利用がある。その
都度注意喚起をしているがいたちごっこで効果がない。
　迷惑駐車をなくす下記のような効果的な対策等についてご
教授いただきたい。
（1）警察の協力
（2）地域住民の啓発活動
（3）防止柵等の設置による物理的対応策

（1）ご提案のとおり警察の協力は必要であり、警察からも「違法駐車を発見した場合
は、警察に通報することが効果的である」と聞いています。

（2）自由が丘中公園及び自由が丘中央公園における公園利用者以外の方が無断駐車さ
れている件につきましては、駐車場利用についてのお願い看板を設置し、目的外駐
車について注意喚起を行っていますが、解決には至らず対策に苦慮しているところ
です。これらの迷惑駐車や目的外駐車をされている方は、近隣住民の方であること
も想定されることから、市民協議会の方々とも相談させていただき、まずは、自由
が丘ニュースへの掲載や、自治会内に回覧などをさせていただけないかと考えてい
ます。

（3）防止柵等の設置はご提案の内容から通路幅の狭い道路だと見受けられます。道路
幅員を維持する必要があることから、物理的対策は困難であると考えています。

 住環境改善部会より 
4．介護の充実による豊かな街づくりについて以下の取り組

みをお願いしたい。
（1）介護職員の人員確保や育成について、その後の進捗

状況と成果について
（2）介護施設に入所を希望している待機者の現状と減少

させるための具体的対応策について
（3）介護職員のスキルアップのため、「三木市独自」の取

り組みがあれば教えていただきたい。

（1）市では介護職員の人員確保の取り組みとして、「みっきい☆家事ヘルパー養成講
座」や「介護に関する入門的研修」を開催しています。昨年度は「みっきい☆家事
ヘルパー養成講座」に16人、「介護に関する入門的研修」に24人受講されました。
また、介護人材の育成として、市が介護事業所に対する運営指導・集団指導の際
に、高齢者への虐待や身体拘束、介護事故などの不適切事例の共有を行うことで、
介護の質の向上を図っています。昨年度は、市内介護事業所を34事業所巡回し、
運営や資質向上に係る助言を実施したほか、3月に市内全事業所に対して集団指導
を実施しました。

（2）特別養護老人ホームへの入所資格のある要介護3以上の方のうち、実際に入所申
込をされ、入所待ちとなっている方は、令和5年4月現在で174人となっています。
対策として、市が公募した民間事業者により、青山7丁目に100床規模の特別養護
老人ホームを開設する計画が現在進行中です。また、自宅にいながら施設入所と同
様の介護サ－ビスを提供する民間事業者を市が公募しており、令和6年度から自由
が丘で運営が始まる予定です。

（3）介護福祉士の資格取得に対して助成（受験手数料の合計額の1/2、1人1回上限
10万円）を行い介護人材のスキルアップ支援を行っています。
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不動産売買・賃貸・仲介は
当社へご相談下さい !

グループ会社
センチュリー三木ゴルフ株式会社
ワ ン ネ ス 株 式 会 社
F u t u r e N o w 株 式 会 社

地域と共に未来を創る
不動産総合プロデュース

西村興産株式会社
TEL　0794-85-1177㈹

FAX  0794-85-1414    メール info@nishimura-kosan.jp
兵庫県三木市志染町青山３丁目１４-３

HP  http://www.nishimura-kosan.jp
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　お正月に無病長寿を願って飲まれるお屠蘇の由来は、「蘇」と
いう悪鬼を屠るという説や、邪を屠り生気を「蘇生」させるとい
う説があります。現代ではお屠蘇を飲むというと、単に日本酒を
飲むことを指す場合もありますが、本来、お屠蘇とは「屠蘇散

（とそさん）」または「屠蘇延命散」と呼ばれる 5 ～ 10 種類の材
料を配合したようなものを漬け込んだお酒のことで、唐の時代の
中国より伝えられ、平安貴族の正月行事に使われていたそうです。
江戸時代には一般庶民の口にも入るようになるまで広まりました。

【屠蘇散】
◦白朮（ビャヌジュツ） ⏩オケラの根
◦山椒（サンショウ） ⏩サンショウの実
◦桔梗（キキョウ） ⏩キキョウの根
◦肉桂（ニッケイ） ⏩ニッケイの樹皮（シナモン）
◦防風（ボウフウ） ⏩ボウフウの根
◦陳皮（チンピ） ⏩みかんの皮

≪文化財防火デー≫
　昭和24年1月26日に法隆寺金堂から出
火した火災によって、金堂の壁画が焼損し
たことを機に、貴重な文化財を火災や自然
災害から守ろうと昭和30年に「文化財防
火 デ ー」

が制定されました。
　長い歴史の中で先人
たちが守ってきた文化
財を、火災などの災害
から住民みんなで守り
ましょう。
　　
～文化財防火デーに伴う訓練を実施します～
　日時： 令和6年1月21日（日）9時30分から
　場所：三木市吉川町福吉261　東光寺
　　　　東光寺本堂は、国指定重要文化財です。

≪「消火栓」や「防火水そう」付近は
駐車禁止です‼≫

　道路脇や歩道上に「消火栓」や「防火水そう」と書か
れた赤い標識をご存じでしょうか。その標識の近くに
は、鉄蓋の周囲等を黄色で塗装された消防水利がありま
す。
　消火栓や防火水そうは、消火活動の際に欠かすことの
できない消防水利です。
　消火栓や防火水そうの周辺5メートル以内は、道路交
通法で駐車禁止とされ
ています。一刻を争う
消火活動の障害となら
ないよう、消防水利付
近に駐車しないようご
協力をお願いします。

110番通報の適切な利用の促進
～ 緊急時  正しく使おう  110番～

1月10日は「110番の日」
　警察では、毎年1月10日を「110
番の日」と定め、県民の皆様に

110番通報を早く、正しく利用していただくよう、
ご理解とご協力をお願いしています。
　「110番の日」は、昭和61年に始まりました。
　兵庫県警察の広報用統一標語は、
　「緊急時  正しく使おう  110番」です。

110番は緊急電話です
　110番は、事件・事故に遭われた方、目撃された方からいち早く警察
に通報していただく緊急通報電話です。
　いたずら電話は、緊急な事件・事故の対応などに支障を来しますので、
絶対にしないでください。

110番通報の注意点
　110番通報は着信順に接続されますので、「すぐにでない。」と判断し、
掛け直しをされますと、更に時間がかかることになりますので、切らずに
そのままお待ちください。

110番通報の6つのポイント
　110番通報は、110番通報を受理する警察官と通報内容を確認しながら
無線で警察官やパトカーに現場急行を指令する警察官が対応しています。
　110番通報したときは、対応した警察官が必要なことを順次聞きます
ので、落ち着いて、はっきりとお答えください。

＊＊＊ 110番通報するときの6つのポイント＊＊＊
① 事件ですか、事故ですか？ …　どろぼう、交通事故、けんかなど
② いつごろ？ …　5分前など大体の時間
③ どこで？ …　住所、目標となる建物、交差点名、そこからの距離
④ 犯人は？ …　性別、人数、人相、服装、逃走手段、方向
⑤ 今はどうなっているか？
  …　 事件事故の様子、被害状況、怪我の有無等
⑥ あなたは？ …　あなたの住所、氏名、電話番号

交番からのお知らせ

消防だより
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お屠蘇について
三木市薬剤師会

会長　　髙馬　将一

【作り方】　
　酒と本みりん合計 300ml に、屠蘇散を浸します。抽出時間は、
平均して 5 時間～ 8 時間が一般的です。抽出が終わったら屠蘇
散を取り出します。抽出時間が長すぎると、濁ったり沈殿物が
出たりすることがあります。酒を多くすると辛口な仕上がりに、
本みりんの割合が多いと甘口でまろやかな味わいとなります。

【飲み方】
　お屠蘇を飲む前には必ず若水（元日の朝に汲んだ、その年初
めての水の意）で手を清め、神棚や仏壇を拝み、家族が揃った
ら新年のあいさつを済ませます。お屠蘇はおせちを食べる前に
いただきます。飲むときは家族全員が東の方角を向きます。飲
む人の右側から注ぎ、飲む順番は年少者から年長者へと進めて
いきます。これは若者の活発な生気を年長者が飲み取るという
意味合いと、毒見の名残だと言われています。本来は三段重ね
の盃で 1 杯ずつ 3 回に分けて飲みますが、略式では 1 つの盃に
3 回に分けて入れ、3 回に分けて飲み干します。
　厄年の人は厄年以外の人に厄を祓う力を分けてもらうため、
最後に飲みます。飲むときには、「一人これ飲めば一家苦しみ
なく、一家これ飲めば一里病なし」と唱えます。

消火栓・防火水槽標識

消火栓 防火水槽



医療法人社団　朋優会

●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後 1：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。

⑶　2024.1.20	 自 由が丘ニュース	 第533号
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強
要
さ

れ
る
こ

と
を
免

れ
ま
し

た
。

　

こ
の

一
揆
が

成
功
し

た
裏
に

は
、
自

指
導
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

１
年
生
２
年
生
は
、
老
人
会
の
皆

さ
ま
に
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
や
ビ
オ
ラ

の
苗
植
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
活
動
が
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
借
り
る

こ
と
で
経
験
の
幅
が
増
え
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

  

「
地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
」

　

今
年
度
は
、
学
校
で
も
自
然
学
校
、

修
学
旅
行
、
校
外
学
習
、
音
楽
会
、

持
久
走
記
録
会
…
と
、
子
ど
も
た
ち

が
躍
動
す
る
様
々
な
行
事
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
学
校
行

事
が
制
限
な
く
行
え
る
こ
と
で
、
保

護
者
や
地
域
の
方
に
も
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
姿
や
、
友
だ
ち
と
共
に
目

標
に
向
か
う
姿
や
笑
顔
を
ご
覧
い
た

だ
け
、
更
に
学
校
行
事
以
外
の
日
々

の
教
育
活
動
に
お
い
て
も
、
地
域
の

方
々
に
指
導
や
参
加
い
た
だ
け
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
は
、
１
学
期
よ
り
「
菊
づ

く
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
苗
植
え

か
ら
三
本
立
て
の
菊
に
す
る
ま
で
の

分
た
ち
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に
知

恵
を
出
し
合
い
全
員
の
総
意
で
進

め
た
「
団
結
力
と
行
動
力
」、
訴

え
る
相
手
を
選
ん
だ
「
情
報
力
」、

そ
れ
を
ま
と
め
る
「
優
れ
た
指
導

者
」
が
居
た
こ
と
で
す
。
こ
の
館

外
研
修
で
は
、
人
権
を
は
じ
め
現

在
で
も
通
用
す
る
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
西
地
区
自
治
会
子
ど
も
部

　

12
月
17

日
（
日
）

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

に
て
、
子

ど
も
部
に

よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
会

を
行
い
ま

し
た
。

　

き
れ
い
に
飾
り
付
け
を
し
た
会

場
に
は
、
0
歳
か
ら
小
学
6
年
生

約
100
名
と
保
護
者
も
参
加
。

「
ち
ょ
も
ら
ん
ま
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
に
よ
る
楽
器
演
奏
が
あ

り
、「
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
」「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
な
ど
、
日
頃
馴
染

み
の
あ
る
曲
を
た
く
さ
ん
生
演
奏

で
聴
き
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
し
た
。

　

そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て

楽
し
み
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
色
々
な

品
物
の
中
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
好

き
な
物
を
選
び
ま
し
た
。
帰
り
に

は
お
菓
子
の
配
布
も
あ
り
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
白
菊
自
治
会
子
ど
も
部

　

12
月
16
日
（
土
）
午
前
中
、
白

菊
自
治
会
館
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
て
、
白
菊
自
治
会
子
ど
も
部 

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催

さ
れ
て
、

た
く
さ

ん
の
子

ど
も
た

ち
が
詰

め
か
け

て
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
部
の
新
し
い
提
案
で
、

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
前
に 

“
ク

レ
ー
プ
” 

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

や
っ
て
来
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
や
小
・
中
学
生
に 

「
で
き
た

て
の
ク
レ
ー
プ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
や

館
内
に
は
、
甘
く
て
優
し
い
香
り

が
立
ち
込
め
て
、
自
然
に
子
ど
も

だ
け
で
な
く
同
伴
の
保
護
者
さ
ん

な
ど
参
加
者
み
ん
な
の
顔
を
緩
め

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
館
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク

学
・
園
通
信
（
自
由
が
丘
東
小
学
校
）

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
な
ど
を
し
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
治
ま
り
、
世
の
中
が
平
和
に

な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
し
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

白
菊
自
治
会
子
ど
も
部
の
み
な
さ

ん
大
変
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
老
連
だ
よ
り

　

今
回
は
自
老
連
女
性
部
の
活
動
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

7
月
14
日
（
金
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
講
師
の
指
導
の
も
と
、
布
バ
ッ
ク

に
各
々
お
気
に
入
り
の
絵
柄
を
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
し
ま
し
た
。
作
品
作
り
を

し
な
が
ら
、
子
育
て
時
代
の
懐
か
し

い
話
や
近
況
の
話
な
ど
で
賑
や
か
に

盛
り
上
が

り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ

素
晴
ら
し

い
作
品
が

仕
上
が
り

ま
し
た
。

　

9
月
8

日
（
金
）

来
年
の
干
支
「
辰
」
の
ち
ぎ
り
絵

を
色
紙
に
貼
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
表
情
の
違
い
が
あ
り
、
作
っ

た
人
の
味
の
あ
る
「
辰
」
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
今
年
の
文
化
祭

で
各
ク
ラ
ブ
で
力
作
を
展
示
し
て

い
ま
し
た
が
見
て
頂
け
て
い
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

輪
投
げ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
楽
し
い
行
事
で
多

く
方
々
と
楽
し
み
た
い
と
願
っ
て

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
し

て
ま
～
す
。

　

学
校
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
自

由
が
丘
地
区
納
涼
盆
踊
り
大
会
を

は
じ
め
各
地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

輝
く
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
学
校
だ
け
、
家
庭
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
「
社
会
の
宝
」
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
力
添
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域の方に指導していただいた
菊づくり

敬老会に参加

老人会の方との花植え
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公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

公
民
館
に
２
５
０
０
人
が
集
う
。

第
42
回
自
由
が
丘
公
民
館
文
化
祭

　

公
民
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
関
係
団

体
が
日
頃
の
学
習
や
文
化
活
動
の
成
果
を
披

露
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た
地
域
の
皆
様

が
気
軽
に
集
い
交
流
す
る
機
会
と
し
て
文
化

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
開

催
を
中
止
し
た
り
、
飲
食
の
販
売
を
自
粛
し

た
り
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
か
ら
11
月
25
日
（
土
）・
26
日

（
日
）
に
従
来
の
規
模
に
復
活
さ
せ
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

登
録
団
体
や
老
人
会
、
中
学
校
、
小
学
校
、

幼
稚
園
等
26
団
体
の
作
品
や
活
動
紹
介
の
展

示
、
30
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
10
団
体
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
や
バ
ザ
ー
が
実
施

さ
れ
、
両
日
で
来
場
者
は
２
５
０
０
人
を
数

え
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
、
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今

年
で
42
回
を
迎
え
た
伝
統
を
継
承
し
、
来
年

以
降
も
活
気
の
あ
る
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
行
事
と
し
て
発
展
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日曜 内　　　容
3 日（土）自由が丘サタデ－フリ－マ－ケット

8 日（木）
のびのびじゆうっ子教室
　「ひなまつり会＆工作」
　「お誕生会（1・2・3月生まれ）」

13日（火）自由が丘学園
　「郷土史」

15日（木）女性セミナー
　「彫紙アート おひなさま」

18日（日）人権教育研究大会
　人権作文発表・講演

※ 2 月の休館日は、29日（木）です。
※ 公民館へのお問い合わせは、℡85－4700まで。

自由が丘の人口
令和 5 年12月末現在（前月比）

　人　口　15,608（-9）
　　男　　 7,441
　　女　　　8,167
　世帯数  　7,324（+2）

『三木市立図書館』
公民館図書コーナーより

　 1 月 5 日からＣＤの予約が出来るよう
になりました。（おひとり 1 枚まで）
　自由が丘公民館 図書コーナーでも受け
取りが可能です。ぜひご利用ください！

《2023年 1 月 1 日～12月20日までの
予約ベスト 3 》

【一般書】
　①魔女と過ごした七日間（東野圭吾/著）
　②あなたが誰かを殺した（東野圭吾/著）
　③汝、星のごとく（凪良ゆう/著）

【児童書】
　①大ピンチずかん（鈴木のりたけ/著）
　② ぼくはいったいどこにいるんだ
　　（ヨシタケシンスケ/作）
　③ テーマパークのサバイバル
　　（ポドアルチング/文）

【雑　誌】
　①ハルメク（ハルメク社）
　②SAVVY（エルマガジン社）
　③ＥＳＳＥ（扶桑社）
　　ＬＤＫ（晋遊舎）

❖　 2 月の行事予定　ご案内　❖

展示部門展示部門ステージ発表部門ステージ発表部門催し物部門催し物部門


